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１．はじめに 

 湖山橋は、国道 46 号仙岩道

路の秋田県仙北市田沢湖生保

内沢に位置する 1975 年（S50

年）に竣工した橋長 229.6m の

単純 PCプレテンションホーロ

ースラブ桁橋（以下「PC ホロ

ー桁橋」という）である。本

報告は、湖山橋の架替に至った経緯から工事完了までを報告するものである。 

 

２．湖山橋の現状 

平成 18 年に桁の損傷を調査した結果、一部コ

ンクリート剥離・鉄筋露出・鉄筋破断、鉄筋腐食、

断面欠損等が全体的に見られた他、ホロー桁の内

部に水が滞水していることが判明した。また、桁

の健全度を調査した結果、橋全体において塩害・

凍害・ｱﾙｶﾘ骨材反応といった被害を受けているこ

とがわかった。現状を踏まえ、３回にわたる専門

家による検討委員会で検討した結果、「早期の架替等改修を見据えた整備計画が妥当である」と判断され、架

替に至った。 

 

３．対策工 

 （1）当面の対策 

 橋の架替までの当面の対策として、損傷の大きい箇所にベントを設置し

たほか、桁下に web カメラを設置して桁下状況を監視するなどの体制をと

った。 

 

（2）本対策案の決定 

   対策工法の決定にあたり制約となる諸条件は次のとおり。 

1）現道は、盛岡と秋田を結ぶ最短の主要幹線道路であるため常時 1 車線は確保すること。 

2）片側交互通行規制期間を短くすること。 

3）急峻な地形に位置しているため安全性と施工性の良い工法とすること。 

以上の条件から、橋梁案（上部工を架替、下部工を耐震補強する案）、盛土案（気泡混合軽量盛土構造

にする案）、半断面橋梁案（山側を盛土構造、谷側を橋梁とし、下部工を耐震補強する案）を比較検討し

た（表 1）。 

   検討結果、経済性に優れ、施工期間や片側交互規制期間が短い盛土案を採用した。 
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４．工事 

 工事のフローは下記のとおり。 

気泡混合軽量盛土

（ＦＣＢ工法）
→ 橋桁撤去 →

防護柵等

付属物設置
→ 舗装

 
（1）気泡混合軽量盛土（FCB 工法） 

当現場の FCB 工法の打設は橋梁下に出現した擁壁対策のため予定工程

が遅れ、冬期間になった。FCB 工法は低温環境下での強度発現が遅いため、

連続した打設作業及び壁面材組立作業が困難である。それを解消するため、

セメント量が多い配合への変更（K0-3→K0-5）や混練水の加熱、冬期の打

設実績があるラインミキサー対応起泡剤を使用し施工した。それにより冬

期施工における品質確保を図った。 

 

（2）橋桁撤去 

 橋桁の撤去は、現道交通を確保しながらの

施工であったため終日片側交互通行規制（以

下、終日片交という）で行った。工事は２４

時間施工で行い、橋の両端から２パーティー

で撤去をするなどして終日片交期間短縮を

図った。施工は、全面破砕して橋桁の撤去を

行った。横締めの緊張解放による桁の横ズレ

が想定されたため、橋桁端部にＨ鋼を溶接するなどして安全管理を図った。 

 

４．おわりに 

 湖山橋の架替は、仙岩道路改築時にはなかった軽量盛土工法を使うことにより工期短縮・経済性の観点から

有利に施工することができた。また、山岳道路で地形が急峻でかつ現道交通を確保しないといけない条件の下、

軽量盛土で桁下の高低差を無くし橋梁撤去を行えたことは安全性を確保することに繋がったのではないかと

考える。本報告が同様の工事の一助となれば幸いである。 

桁撤去状況 横ズレ対策 

FCB 打設状況 

表 1 工法決定比較表 
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